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ヤマメの－腹仔における斑紋と黒点の計数特性

米沢純爾・長谷川敦子・斉藤修二・佐藤良三＊

体重をほぼ１ヶ月ごとに計測した。側線上斑について

は鯉蓋側あるいは尾柄部に不完全な半楕円の斑紋がで

きる場合があったが，それらは計数しなかった。－腹

仔の中から原則として各回５０尾を無作為に抽出し左

体側面の斑紋と黒点の数を計数した。ただし１９８９年１

月には－腹仔の全数128尾の両体側面について計数し，

また同年９月には雌雄各50尾の左体側面について計

数して，左右の体側面と雌雄における差異を検討した。

平均値の有意差検定にはStudentのｔ検定および

Welchのｔ検定を，分布型の適合度検定にはＸ２検定

およびKolmogorovSmirnov検定を用いた。

ヤマメの容姿に大きな影響をおよぼす要素の一つと

して斑紋と黒点の数があげられる。養殖ヤマメは食用

魚や放流魚として利用されており，容姿の優れた系統

を確立することは，生産品の付加価値向上につながる。

しかし，ヤマメの斑紋数と黒点数の変異については報

告例が少なく')，遺伝的改良を図るにあたっては，養

殖集団内における斑紋と黒点の計数特`性に関する詳細

な調査がまず必要である。そこで今回，ヤマメの－腹

仔を対象に，斑紋数と黒点数の成長に伴う変化と飼育

魚群内における変異について検討したので報告する。

材料と方法

供試魚東京都水産試験場奥多摩分場で１０数代に

わたって継代飼育されてきた多摩川水系由来の養殖ヤ

マメのうち雌雄各１尾を親魚として使用した。１９８７

年１０月に交配を行い，作出された－腹仔を計測に供

した。供試魚の飼育には，１９８８年１０月中旬までは屋

内に設置した長さ６５×幅35×水深20ｃｍの塩ビ水槽

を，それ以降は長さ1.4×幅1.5×水深0.35ｍの屋外コ

ンクリート水槽を使用した。測定日と濁水日を除く毎

日１回，配合飼料を適量給餌した。

斑紋と黒点の計数一腹仔がふ化した1987年１２月

上旬より1989年９月まで，図ｌに示した背部斑紋，側

線上斑，腹部斑点および黒点の出現個数と被鱗体長，

結果

供試魚の成長供試魚の被鱗体長と体重の推移を表

ｌに示した。ふ化後の経過月数を月齢とすると，供試

魚は月齢１２ケ月時点で平均被鱗体長143ｍｍ，平均体

重449に，最終の測定を行った月齢２１ケ月時点では

平均被鱗体長258ｍｍ，平均体重2869にまで成長した。

斑紋と黒点の発現過程供試魚の成長に伴う斑紋数

と黒点数の推移を表１および図２に示した。側線上斑

はふ化直後には発現していなかったが，月齢１ケ月で

半数以上の個体に発現が確認された。側線上斑数の平

均値は月齢４ケ月で約８．８個まで増加し，その後９個

前後の安定した値で経過したが，月齢１８ケ月以降に

微増し同２１ケ月には９．５個となった。背部斑紋は月齢

１ヶ月の時点では発現していなかったが，月齢３ヶ月

には半数以上の個体で発現が確認された。背部斑紋数

の平均値は月齢９ケ月に5.1個まで増加したが，その

後は小規模な増減を繰り返し，月齢２１ケ月には４．７

個となった。

腹部斑点は月齢４ケ月で－部の個体に発現し，同８

ヶ月には半数以上の個体で発現が確認された。腹部斑

点数の平均値は月齢１３ケ月頃より急激に増加し，同

罫約鵬

図１ヤマメの斑紋と黒点

*水産庁養殖研究所：所属は実験遂行当時（以下同様）
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図２斑紋と黒点数の推移。垂線は標準偏差を示す。

１９ヶ月に408個となったが，同２１ケ月にはやや減少

し３８．６個となった。

黒点は月齢４ケ月で－部個体に発現し，同５ケ月に

は半数以上の個体で発現が確認された。黒点数の平均

値はその後急激に増加し，月齢１１ケ月には52.4個に

達した。それ以降，黒点数は一時的に減少する月も

あったが，概ね増加傾向で推移し，月齢１９ケ月に９８２

個，同２１ケ月に９０．３個となった。

分布型と変異幅供試魚の成長分布型と変異幅供試魚の成長に伴い，斑紋数と黒

点数の分布型が変化するパターンを図３～６に示した。

また，各月の測定結果について行った正規分布への適

合度検定の結果を表２に示した。側線上斑数は各月齢

において正規分布に適合した。標準偏差の範囲は０７

～Ｌ４で，とくに月齢９～１７ケ月では１以下の小さい

２



表１斑紋数と黒点数の変化

齢月

測定項目
１３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１

測定数（尾） 5０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０１２８５０５０５０５０５０５０５０１００

平均値２５３９４５５９７８９６１１０１３３１２３１３４１４３１５４１６３１６９１７３１８９２２７２２２２４３２５８

標準偏差０．８２０３．５５．９８１１２．１１６４１６．９１７.８２１１２３．４２１７１９．６２L０１９９１８．２２４２２４．５２３．５４３０

被隣体長

（、）

体重平均値０．２０７Ｌ２３．０７．２１４．４１９８２４．６２７．３３６.５４４０６４．６６１２７１６７８．１１０３.7146.5184.12460285.8

（９） 標準偏差０．００．１０．３Ｌ０２．２５３９１１Ｌ111919.424.124.824.227.926.３３０．２４８．２６７２６８９８２．０

平均値４．５８２８．８９０８．９９０９．０９．３８９８．７９.０８８８．８８．９８．９８．８９２９．４９．５９．５

標準偏差Ｌ１０．９０．８０８０．９０．９Ｌ００９０．８０．８０．７０．８０７０．７０．７０．９１．３Ｌ３１．４１．３

側線上斑

（個）

平均値０．０１．９３．３３．６３．８４．２４．７５」４．２４．０４．８４４４３４．２４．７４．９５．１４３４.４４．７

標準偏差－１．５２２２．０２．０２.ＯＬ８２．１２．２１．７Ｌ９１．９２．０２２２．０１．８１．９１．９Ｌ６２．１

背部斑紋

（個）

平均値０．００．００．１０１０．００５２５３．８４．６６８６.５１２．４２０．９２６．７３４．６３０．５３８８４０．８３６.５３８．６

標準偏差一一０．３０．２０．３Ｌ０２．４３．２３．８８．０４．８１L７２２６２１．９２４．４２１．７２５．６２８．８２２.７２２．６

腹部斑点

（個）

里占平均値0.00.01.125.623.628.137.４４２８４１２５２．４３４１３６．５４７．６６６．７６８.４６０．３９５３９８２８１８９０．３
ｄＯＣｂｊＯｂ、

（個）標準偏差一一１．７１１７１０４１２．６２７．４３２３２１.９２４５１９８２L８２４．５２５．８２７．３２６．７３７０３７．２３２８３５９
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表２正規分布への適合度

月齢（ふ化後経過月数）
形質
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表３魚体の左右側面における斑紋数と黒点数の測定結果 1２

１１
ｕ３６４ｘ＋５６９

左側面出現個数右側面出現個数
形質測定数 ミーーＣ

平均値標準偏差平均値標準偏差 ０
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８
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左側面（個）

図７身体の左右側面における側線上班数の比較

値を示した。背部斑紋数は発現初期の月齢３ヶ月にお

いて右裾広がりの分布を示すなどの傾向もみられたが，

ほぼ正規分布に適合した。標準偏差の範囲は1.5～2.2

で，その変動にはとくに一定の傾向は認められなかっ

た。腹部斑点数は，発現以降全ての月齢で右裾広がり

の分布を示し，正規分布に適合しなかった。月齢２１

ケ月では２峰型の分布に近づく傾向が認められた。標

準偏差の範囲は02～288で，概ね平均値の増加に連

動する傾向がみられた。黒点数は月齢４ヶ月では右裾

広がりの分布を示し，同２１ケ月には２峰型の分布を

示すなど正規分布に適合しない月もあったが，全期間

を通算すると正規分布に適合することが多かった。標

準偏差の範囲は1.7～37.2で，概ね平均値に連動して

増減する傾向がみられた。

左右体側面の差異月齢１３ケ月に行った魚体の左

右両側面における斑紋数と黒点数の測定結果を表３お

よび図７～１０に示した。供試魚全体についてみると各

斑紋・黒点とも左側面と右側面の出現個数には分散，

平均値ともに有意差はなかった。各個体における左側

面と右側面の出現個数について相関係数を算出すると

側線上斑は0.36,背部斑紋が0.57,腹部斑点と黒点は

ともに0.92となり，相関は出現個数の多い形質で強く，

出現個数の少ない形質で弱い傾向がみられた。
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雌雄差と形質間の相関月齢２１ケ月における斑紋

数と黒点数の測定結果を表４および図１１～１４に示し

た。側線上斑は分散，平均値とも雄が有意に大きかっ

た（それぞれｐ<0.01,ｐ<0.05)。背部斑紋では雄の分

散が有意に大きかったが（ｐ＜0.05)，平均値には有意

差がなかった。腹部斑点と黒点はいずれも雄がｌ峰型

の分布であったのに対し，雌は２峰型の分布を示し，

平均値，分散とも雌が雄より大きかった。表５に示す

とおり，各個体の斑紋数と黒点数間には強い相関は認

められなかった。
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図１３腹部斑点数の雌雄差
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図１０身体の左右側面における黒点数の比較
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図１４黒点数の雌雄差
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図１１側線上斑数の雌雄差

表５斑紋数と黒点数間の相関係数

表４斑紋数と黒点数の雌雄別測定結果
雌雄関係

雌の出現個数雄の出現個数
背部斑紋一側線上班

背部斑紋一腹部斑点

背部斑紋一黒点

側線上班一腹部斑点

側線上班一黒点

腹部斑点一黒点

形質 0.4630.024

0.0170.194

0.1740.095

0.5160.331

0.044０．１９７

０．００４0.343

測定数平均値標準偏差測定数平均値標準偏差

側線上斑５０９８１．６５０９．２０．８

背部斑紋５０４．８２．３５０４．５１．８

腹部斑点５０３５．５２０．８５０４１．８２３．５

里占５０８２．０３０．８５０９８．６３８．５

５



考察

側線上斑はふ化後４ヶ月でほぼ定数に達した。側線

上斑が他の斑紋や黒点に比べ出現時期が早いことは，

稚魚の生活にとってこの形質が重要な役割を果たして

いると考えられる。Maeda2)はヤマメのパーマークが

同種の他個体に対し攻撃行動を触発することを指摘し

ており，側線上斑は稚魚集団における生息密度の調整

に関与している可能性がある。成熟期の雄は雌に比べ

側線上斑，背部斑紋ともに分散が有意に大きく，さら

に側線上斑については平均値にも有意差があった。こ

れらについても産卵行動や個体間の序列調整に，斑紋

数がなんらかの機能を果たしているものと推測される。

背部斑紋は－腹仔内における出現個数の変異が側線

上斑に比べやや大きく，一部には成長しても全く発現

しない個体があった。斑紋数が極端に少ない個体や，

逆に多すぎる個体は不自然な感じを受けやすいため，

育種目標の設定にあたっては河川に生息する野生ヤマ

メの斑紋数を参考にしながら適切な値を選択すること

が望まれる。背部斑紋数はｏ+年の秋季に一時的に減

少する傾向がみられたが，奥多摩分場産のヤマメには

秋から冬にかけ疑似スモルト化する個体があり3)，斑

紋数の一時的減少はスモルト化と関連している可能性

がある。

腹部斑点は発現個数の増加に伴い分布型が２峰化し，

1+年の成熟期には雌魚を中心にモードが10～20個前

後の少斑タイプと，６０～70個前後の多斑タイプに分離

する傾向がみられた。多斑タイプは斑点が細かく見栄

えがしないきらいがあることから，少斑タイプを選抜

育種することも一つの選択枝となる。

黒点数は４種の斑紋・黒点の中では出現個数が最も

多く，変異幅も大きかった。黒点数の極端に多いヤマ

メはニジマスと誤解される恐れがあるため，多黒点タ

イプの養殖集団がある場合には，適切な育種目標を設

定し，形質の改善を図ることが望まれる。今回の調査

では’０+年の冬季に一時的に黒点の発現個数が減少し

たが，これはこの時期に体色全体が黒化する“サビ現

象，，があり，地の体色と黒点との境界が不明瞭になっ

たためと考えられる。’S,am4)は複数のニジマス養殖集

団について黒点数を計数し，体長約30ｃｍになるまで

は漸増すること，ならびに胸鰭域では多峰型の分布を

すると報告している。今回調査したヤマメでは，成熟

期の雌が２峰型の分布を示したものの，他の時期には

'峰型の分布で推移した。今回は－腹仔の調査であっ

たことから，今後，複数の親魚に由来する養殖集団に

ついての調査が望まれる。
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